
【
資
料
紹
介
】

訳
注
『
研
志
堂
詩
鈔
』
選
（
二
）

 

塩　

見　

邦　

彦

 

（
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
・
島
根
大
学
元
教
授
）

摘
　
　
要

正
墻
適
處
は
鳥
取
城
下
で
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
生
を
う
け
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
亡
く
な
っ
た
武
士
で
あ
る
。
と
同
時
に
漢
詩
人
と
し
て
活

躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
傑
出
し
た
詩
人
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
数
回
に
わ
た
っ
て
、
彼
の
詩
集
、『
研
志
堂
詩
鈔
』
の
選
訳
及
び
注
釈
を

試
み
る
。
彼
は
詩
人
の
心
と
画
人
の
心
と
を
も
っ
て
、
自
然
を
見
た
の
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
漢
詩
と
い
う
世
界
に
結
実
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

唐
詩
・
宋
詩
の
作
風
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
実
証
的
に
説
明
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
正
墻
適
處　

研
志
堂
詩
鈔　

幕
末　

明
治　

鳥
取　

漢
詩

　
　

題
歸
漁
圖　
　

帰
漁
圖
に
題
す

釣
得
渓
魚
晩
返
家　
　

渓
魚
を
釣
り
得
て　

晩
に
家
に
返
る

一
竿
擔
影
夕
陽
斜　
　

一
竿
の
担
影　

夕
陽
斜
め
な
り　

平
生
未
識
膏
梁
味　
　

平
生　

い
ま
だ
識
ら
ず　

膏
梁
の
味

幾
椀
村
醪
任
婦
賖　
　

幾
椀
の
村
醪　

婦
の
賖
（
お
ぎ
の
）
る
に
任
す

【
詩
題
】
帰
漁
図
に
題
し
て

【
大
意
】
渓
魚
を
釣
り
夕
方
に
帰
る
。
竿
を
担
ぐ
人
物
の
背
景
は
夕
暮
れ
時
。
常

日
頃
の
生
活
で
は
美
食
の
味
は
知
ら
な
い
が
、
幾
椀
か
の
濁
り
酒
を
妻
に
つ
け
で

か
わ
せ
る
の
だ
。

【
語
釈
】
〇
釣
得
―
「
得
」
は
動
詞
の
後
に
付
き
可
能
や
完
成
を
表
す
。
〇
膏

梁
―
肥
え
た
肉
と
美
味
な
梁
（
あ
わ
）。
お
い
し
い
食
べ
物
の
こ
と
。
〇
村
醪
―

村
で
で
き
る
濁
り
酒
。
〇
賖
―
つ
け
で
買
う
こ
と
。

　
　

雨
景
圖　
　

雨
景
図

滿
渓
風
雨
欲
昏
黄　
　

満
渓
の
風
雨　

昏
黄
な
ら
ん
と
す　

六
一

山
陰
研
究
（
第
十
六
号
）
二
〇
二
四
年
三
月
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四
面
坐
看
雲
脚
忙　
　

四
面　

坐
（
そ
ぞ
）
ろ
に
看
る　

雲
脚
忙
し
き
を　

俄
爾
峰
巒
無
舊
態　
　

俄
爾
と
し
て　

峰
巒
に
旧
態
な
し　

半
簾
荷
氣
送
新
涼　
　

半
簾
の
荷
気　

新
涼
を
送
る

【
詩
題
】
雨
景
の
図
に

【
大
意
】
谷
川
を
満
た
す
風
雨
の
中
、
い
ま
正
に
黄
昏
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
な
ん
と
な
く
周
り
を
見
る
と
垂
れ
こ
め
た
雲
は
急
を
告
げ
て
い
る
。
鋭
い
峰

と
丸
い
峰
は
先
程
の
よ
う
で
は
な
く
、
簾
を
通
し
て
蓮
の
香
り
が
新
し
い
涼
を

送
っ
て
く
れ
る
。

【
語
釈
】
〇
雲
脚
―
雲
の
垂
れ
た
状
態
。「
雲
脚
飛
銀
綿
」（
韓
愈
詩
）。
〇
峰
巒
―

「
峰
」
は
尖
っ
た
峰
。「
巒
」
は
円
い
峰
。

　
　

次
阿
九
皐
春
晩
韻　
　

阿
九
皐
の
春
晩
の
韻
に
次
す

單
身
落
落
幾
人
同　
　

単
身　

落
落　

幾
人
か
同
じ
き
な
ら
ん　

且
喜
與
君
心
境
通　
　

且
つ
喜
ぶ
君
と
心
境
通
ず
る
を　

半
世
官
情
茶
味
外　
　

半
世
の
官
情　

茶
味
の
外　

滿
胸
豪
氣
墨
痕
中　
　

満
胸
の
豪
気　

墨
痕
の
中　

酒
衫
經
歳
留
餘
碧　
　

酒
と
衫
は
歳
を
経
て　

余
碧
を
留
め

春
樹
有
花
看
剰
紅　
　

春
の
樹
に
花
あ
り
て　

剰
紅
を
看
る　

送
盡
韶
光
還
自
好　
　

韶
光
を
送
り
尽
く
す
は
還
た
自
ら
好
し　

南
窓
曝
背
捕
琶
蟲　
　

南
窓
に
背
を
曝
し
て
琶
虫
を
捕
え
ん

（
琶
蟲
乃
琵
琶
蟲
也
、
謂
蝨
、
出
山
堂
肆
考　
　

琶
虫
は
乃
ち
琵
琶
虫
な
り
。
蝨

を
謂
う
。
山
堂
肆
考
に
出
づ
）

【
詩
題
】
阿
九
皐
の
「
春
晩
」
詩
の
韻
に
次
韻
し
て
の
作

【
大
意
】
ひ
と
り
身
の
私
は
性
質
は
寂
し
が
り
屋
で
、
何
人
同
じ
よ
う
な
人
が
い

よ
う
か
。
そ
の
様
な
私
だ
が
君
と
は
心
境
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ
の
だ
。
人

生
の
半
分
は
お
役
人
で
、
茶
の
味
と
は
無
関
係
。
胸
に
宿
る
豪
気
や
墨
痕
の
様
も

共
通
す
る
。
酒
や
肌
着
は
歳
を
経
て
も
碧
色
を
留
め
、
春
の
花
は
ま
だ
赤
味
を
残

し
て
い
る
。
う
ら
ら
か
な
春
の
光
の
中
で
、
南
の
窓
辺
で
背
を
日
に
当
て
な
が
ら

虱
で
も
取
ろ
う
か
。（
琶
虫
は
つ
ま
り
琵
琶
虫
で
あ
る
。
虱
の
事
を
い
う
。『
山
堂

肆
考
』
に
出
て
い
る
。）

【
語
釈
】
〇
阿
九
皐
―
深
田
九
皐
。
江
戸
時
代
、
尾
張
（
愛
知
県
）
の
人
。
号
は
九

皐
。
尾
張
藩
儒
。
〇
落
落
―
さ
み
し
い
さ
ま
。
〇
酒
衫
・
餘
碧
―
「
酒
衫
」
は
、

酒
を
飲
む
時
の
薄
衣
か
。
〇
韶
光
―
う
ら
ら
か
な
春
の
光
。
〇
琶
虫
―
注
に
も
あ

る
よ
う
に
「
虱
」
を
こ
の
様
に
言
う
。
な
お
、『
山
堂
肆
考
』（
明
・
彭
大
翼
撰
）

で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
に
な
っ
て
い
る
。「
宋
道
君
、
北
狩
至
五
國
城
、
衣

上
見
虱
、
呼
爲
琵
琶
虫
、
以
其
形
類
琵
琶
」（
巻
二
二
八
）。

　
　

桂
屋
老
人
作
芳
山
暁
靄
圖
見
贈
賦
謝　
　

　
　
　
　
　
　

桂
屋
老
人
「
芳
山
暁
靄
図
」
を
作
り
贈
ら
る
。
賦
し
て
謝
す

花
耶
雲
耶
白
空
濛　
　

花
や
雲
や　

白
き
こ
と
空
濛　

春
山
欲
暁
花
氣
融　
　

春
山
は
暁
な
ら
ん
と
し
て
花
気
融
（
と
お
）
る　

憶
昔
車
駕
南
巡
日　
　

憶
う
昔　

車
駕　

南
巡
の
日
を　

芳
野
櫻
雲
護
宸
宮　
　

芳
野
の
桜
雲　

宸
宮
を
護
る
を

桂
翁
墨
戯
寫
此
意　
　

桂
翁
の
墨
戯　

此
の
意
を
写
し　

携
來
雲
烟
爲
我
寄　
　

雲
烟
を
携
え
来
り
て　

我
が
た
め
に
寄
す　

六
二

訳
注
『
研
志
堂
詩
鈔
』
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（
二
）（
塩
見
邦
彦
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滿
幅
雲
烟
筆
逼
真　
　

満
幅
の
雲
烟　

筆　

真
に
逼
り　

欲
問
南
朝
千
古
事　
　

問
は
ん
と
す　

南
朝
千
古
の
事
を

暁
靄
猶
帯
御
爐
香　
　

暁
霞　

猶
お
御
爐
の
香
を
帯
び
る
が
ご
と
く

何
處
曽
留
鴛
鷺
行　
　

何
れ
の
處
に
か
曽
っ
て
留
ま
る　

鴛
鷺
の
行

閑
窗
午
影
翁
且
坐　
　

閑
窗
の
午
影　

翁
は
且
（
し
ば
ら
）
く
坐
せ　

一
杯
須
烹
櫻
花
湯　
　

一
杯
須
べ
か
ら
く
烹
る
べ
し　

桜
花
の
湯
を

（
時
余
偶
作
櫻
花
醤
、
方
熟
、
故
及
之
。
時
に
余
偶
た
ま
桜
花
の
醤
を
作
る
。
方

に
熟
す
。
故
に
之
に
及
ぶ
。）

【
詩
題
】
桂
屋
老
人
が
「
芳
山
暁
靄
図
」
を
作
成
し
贈
ら
れ
た
の
に
詩
を
書
い
て

感
謝
す
る
（
其
の
一
）

【
大
意
】
花
も
雲
も
ぼ
ん
や
り
と
白
く
、
春
の
山
は
今
明
け
よ
う
と
し
て
花
の
香

り
が
溶
け
る
か
の
よ
う
だ
。
昔
、（
天
皇
が
）
車
で
南
巡
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
芳
野
の
桜
が
天
皇
の
宮
殿
を
守
っ
て
い
た
の
が
し
の
ば
れ
る
。

【
語
釈
】
〇
桂
屋
老
人
―
不
明
。
〇
芳
山
―
吉
野
山
の
こ
と
。
〇
空
濛
―
小
雨
や

霧
で
空
の
薄
暗
い
こ
と
。
〇
花
気
―
花
の
香
り
。「
露
裛
千
花
氣
」（
宋
之
問
詩
）。

【
詩
題
】
桂
屋
老
人
が
「
芳
山
暁
靄
図
」
を
作
成
し
贈
ら
れ
た
の
に
詩
を
書
い
て

感
謝
す
る
（
其
の
二
）

【
大
意
】
桂
屋
老
人
の
墨
戯
は
意
図
す
る
所
を
描
き
、
雲
や
靄
を
携
え
て
私
の
為

に
よ
こ
し
て
く
れ
た
。
軸
一
杯
に
描
か
れ
た
雲
や
靄
は
、
そ
の
描
き
方
が
真
に
迫

り
、
南
朝
の
嘗
て
の
事
を
問
い
か
け
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
桂
翁
―
桂
屋
老
人
を
指
す
が
、
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
。
〇
南
朝
―

吉
野
を
中
心
と
し
た
後
醍
醐
天
皇
に
始
ま
る
吉
野
朝
。
四
代
五
七
年
間
。

【
詩
題
】
桂
屋
老
人
が
「
芳
山
暁
靄
図
」
を
作
成
し
贈
ら
れ
た
の
に
詩
を
書
い
て

感
謝
す
る
（
其
の
三
）

【
大
意
】
夜
明
け
の
靄
は
な
お
香
炉
の
香
を
帯
び
、
一
体
ど
こ
に
嘗
て
の
鴛
鷺
の

行
を
留
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
が
ら
ん
と
し
た
午
後
の
窓
辺
に
老
人
（
桂
屋
老

人
）
は
坐
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
一
杯
桜
花
の
湯
を
烹
て
は
如
何
。（
こ
の
時
、

私
は
た
ま
た
ま
桜
花
の
ひ
し
お
を
作
っ
て
い
た
。
丁
度
熟
し
た
の
で
こ
れ
に
詠
い

及
ん
だ
の
だ
）

【
語
釈
】
〇
桜
花
湯
―
注
に
有
る
よ
う
に
「
桜
花
醤
」
を
作
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
こ
で
「
桜
花
」
の
「
湯
」
を
作
っ
て
み
て
は
、
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
　

送
別　
　

送
別

短
髪
感
秋
眠
忽
驚　
　

短
髪
に
秋
を
感
じ　

眠
忽
ち
驚
く　

客
中
相
送
故
人
情　
　

客
中
相
い
送
る　

故
人
の
情　

寒
窗
夜
色
燈
花
暗　
　

寒
窗　

夜
色　

灯
花
暗
く

半
枕
離
愁
蟲
一
聲　
　

半
枕
の
離
愁　

虫
一
声

【
詩
題
】
お
別
れ
に
あ
た
っ
て

【
大
意
】
短
い
髪
に
秋
を
感
じ
、
う
と
う
と
と
し
て
は
っ
と
目
を
覚
ま
す
。
旅
立

つ
人
を
送
る
の
は
、
な
じ
み
で
あ
る
人
の
情
。
寒
々
と
し
た
窓
辺
で
灯
の
火
は
暗

く
、
枕
辺
で
別
れ
を
愁
う
か
の
よ
う
な
虫
の
声
。

【
語
釈
】
〇
燈
花
―
燈
の
芯
が
燃
え
て
花
の
よ
う
に
な
る
こ
と
。
吉
兆
の
象
徴
。

「
暗
」
の
中
に
希
望
を
見
出
し
て
い
る
。
な
お
、「
燈
花
」
は
唐
以
来
の
口
語
。

〇
半
枕
―
枕
を
い
う
。
枕
の
半
分
を
言
う
場
合
も
あ
る
。

六
三

訳
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秋
雨　
　

秋
の
雨

枕
上
燈
花
落
又
生　
　

枕
上
の
灯
花　

落
ち
又
た
生
ず　

木
綿
衾
裡
夜
三
更　
　

木
綿
の
衾
裡　

夜
三
更　

豈
堪
孤
客
情
尤
切　
　

豈
に
堪
え
ん
や　

孤
客　

情
尤
も
切
な
る
を　

聴
斷
山
窗
秋
雨
聲　
　

聴
断
す　

山
窗　

秋
雨
の
声

【
詩
題
】
秋
の
雨
に

【
大
意
】
枕
辺
に
置
か
れ
た
燈
の
花
が
音
も
な
く
落
ち
た
か
と
思
う
と
ま
た
花
が

で
き
る
。
木
綿
で
で
き
た
寝
間
着
を
着
て
気
が
付
け
ば
も
う
夜
更
け
だ
。
ひ
と
り

気
持
ち
は
哀
切
さ
に
堪
え
ず
、
気
が
付
く
と
山
里
の
窓
辺
に
叩
き
つ
け
る
秋
雨
の

音
に
聞
き
入
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。

【
語
釈
】
〇
燈
花
―
前
の
「
送
別
」
詩
の
【
語
釈
】
参
照
。
〇
三
更
―
五
更
の
一

つ
。
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
一
時
ご
ろ
。
〇
聴
断
―
訴
え
を
聞
い
て
裁
く
こ
と
。

こ
こ
で
は
聞
き
な
が
ら
処
理
す
る
こ
と
。

　

丁
未
冬
至
寄
懐
某
在
江
戸　
　

　
　
　
　
　
　
　

丁
未
の
冬
至
、
懐
い
を
某
の
江
戸
に
在
る
に
寄
す

客
舎
風
光
足
雪
霜　
　

客
舎
の
風
光　

雪
霜
足
る　

知
君
此
際
夢
家
郷　
　

知
る　

君
の
此
の
際　

家
郷
を
夢
み
る
を　

薫
餘
篆
字
聞
爐
氣　
　

薫
余
の
篆
字　

爐
気
を
聞
き　

別
後
題
名
有
墨
香　
　

別
後
の
題
名　

墨
香
有
り　

今
日
村
醪
僅
潦
倒　
　

今
日
の
村
醪　

僅
か
に
潦
倒

多
年
文
筆
尚
尋
常　
　

多
年
の
文
筆
は
尚
お
尋
常　

爲
逢
佳
節
思
良
友　
　

佳
節
に
逢
う
た
め
に
良
友
を
思
う　

情
緒
長
於
一
線
長　
　

情
緒
は
一
線
の
長
よ
り
も
長
し

【
詩
題
】
丁
未
（
一
八
四
七
）
の
冬
、
某
氏
が
江
戸
に
あ
る
の
に
、
私
の
思
い
を
寄

せ
た

【
大
意
】
旅
館
の
自
然
は
雪
や
霜
に
溢
れ
、
君
が
故
郷
を
夢
見
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
残
っ
た
篆
字
に
囲
炉
裏
の
気
配
を
感
じ
、
別
れ
て
後
の
詩
の
題
名
に
墨

の
香
り
が
立
つ
。
今
日
の
濁
り
酒
は
少
し
が
っ
か
り
だ
が
、
長
年
の
文
筆
は
い
つ

も
の
通
り
。
良
き
日
に
出
会
う
度
に
君
の
こ
と
を
思
う
が
、
そ
の
思
い
は
一
筋
の

線
よ
り
も
長
い
と
思
う
の
だ
。

【
語
釈
】
〇
丁
未
―
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
年
）。
〇
薫
餘
―
「
余
薫
」
と
も
。
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
香
り
。
余
香
と
も
い
う
。
〇
潦
倒
―
蘊
籍
の
状
。
期
待
外

れ
。「
潦
倒
麤
疎
」（
嵇
康　

絶
交
書
）。
〇
尋
常
―
普
通
。
平
凡
。「
尋
常
一
様
窗

前
月
」（
杜
耒
詩
）。
唐
宋
以
来
の
口
語
。
〇
佳
節
―
目
出
度
い
日
。
嘉
節
。「
毎

逢
佳
節
倍
思
親
」（
王
維
詩
）。

　
　

題
西
行
望
岳
圖　
　

西
行
望
岳
図
に
題
す

剃
却
鬢
鴉
除
俗
縁　
　

鬢
鴉
を
剃
却
し　

俗
縁
を
除
き　

胸
間
磊
塊
託
歌
篇　
　

胸
間
は
磊
塊　

歌
篇
に
託
す　

蓮
峰
雲
氣
看
無
厭　
　

蓮
峰　

雲
気　

看
て
厭
う
な
く　

不
筭
銀
猫
爐
上
烟　
　

算
せ
ず　

銀
猫　

爐
上
の
烟

【
詩
題
】「
西
行
望
岳
図
」
に
題
し
て

【
大
意
】
世
俗
の
縁
を
切
る
る
か
の
よ
う
に
黒
い
鬢
を
剃
り
落
し
、
胸
の
内
の
悲
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憤
慷
慨
を
歌
篇
に
托
す
。
富
士
山
に
か
か
る
雲
も
厭
う
こ
と
な
く
、
頼
朝
か
ら
も

ら
っ
た
銀
製
の
猫
も
門
の
外
で
遊
ん
で
い
た
子
供
に
く
れ
て
や
っ
た
、
と
い
う
話

の
よ
う
に
。
爐
の
上
に
立
ち
上
る
煙
と
共
に
消
え
て
も
構
わ
な
い
。

【
語
釈
】
〇
剃
却
―
「
却
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
意
味
を
強
め
る
。
〇
磊
塊
―

胸
の
内
に
積
も
っ
た
悲
憤
慷
慨
の
気
持
ち
。「
晋
阮
籍
胸
中
磊
塊
」（
世
説　

任

誕
）。
〇
蓮
峰
―
富
士
の
峰
。
山
頂
は
八
葉
の
蓮
花
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の

よ
う
に
言
う
。
〇
銀
猫
―
銀
製
の
猫
。
頼
朝
か
ら
も
ら
っ
た
銀
製
の
猫
も
西
行
に

と
っ
て
は
子
供
に
く
れ
て
や
る
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　　
　

己
酉
歳
晩
仁
壽
山
荘
遇
畸
庵
画
師
次
韻　
　

　
　
　
　
　
　
　

己
酉
歳
晩
、
仁
寿
山
荘
に
て
畸
庵
画
師
に
遇
い
次
韻
す

舊
識
兼
新
識　
　

旧
識
と
新
識
と　

詩
論
或
画
論　
　

詩
論
或
い
は
画
論　

山
荘
如
此
静　
　

山
荘
は
此
の
如
く
静
か
な
る
に　

世
路
不
堪
喧　
　

世
路
は
喧
し
き
に
堪
え
ず　

紙
尾
留
殘
暦　
　

紙
尾
に
残
暦
を
留
め　

厨
頭
餘
一
樽　
　

厨
頭
に
一
樽
を
余
す　

相
逢
何
太
晩　
　

相
い
逢
う
こ
と
何
ぞ
太
（
は
な
）
は
だ
晩
き
に　

且
勿
促
歸
轅　
　

且
（
し
ば
ら
）
く
帰
轅
を
促
す
こ
と
な
か
れ

【
詩
題
】
己
酉
（
一
八
四
九
）
の
歳
の
暮
「
仁
寿
山
荘
」
で
畸
庵
画
師
に
遇
い
次
韻

し
た
詩

【
大
意
】
新
旧
の
知
識
と
、
詩
論
や
画
論
。
彼
が
住
む
山
荘
は
こ
の
よ
う
に
静
寂

に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
世
の
中
は
何
と
騒
が
し
い
こ
と
か
。
暦
の
最
後
に
は
ま
だ

数
日
残
り
、
台
所
に
は
酒
が
一
樽
。
出
会
う
の
が
遅
き
に
失
す
る
が
、
暫
く
は
帰

宅
を
急
が
さ
な
い
で
く
れ
。

【
語
釈
】
〇
畸
庵
画
師
―
斎
藤
畸
庵
（
一
八
〇
三
ー
一
八
八
四
）。
但
馬
の
人
。

詩
・
書
・
画
を
能
く
し
た
。
明
治
十
七
年
没
。
八
十
一
才
。
〇
兼
―
「
兼
ね
る
」

で
は
な
く
「
〜
と
〜
」
の
並
列
の
「
と
」。
口
語
的
な
用
法
。
〇
世
路
喧
―
題
に

も
あ
る
よ
う
に
此
の
詩
は
己
酉
（
一
八
四
九
）
の
年
、
つ
ま
り
嘉
永
二
年
の
作
。

こ
の
頃
の
日
本
は
英
国
船
が
浦
賀
に
来
て
海
防
論
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時

期
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
の
事
を
指
し
て
い
よ
う
。
〇
歸
轅
―
「
歸
」
は
返
す
。
も

ど
る
。「
轅
」
は
車
の
か
じ
棒
。
な
が
え
。　

　
　

除
夜
同
橋
本
研
斎
守
歳　
　

除
夜
に
橋
本
研
斎
と
歳
を
守
る

　
流
光
今
夜
歎
崚
嶒　
　

流
光
の
今
夜　

崚
嶒
を
歎
き　

濁
酒
守
年
迎
舊
朋　
　

濁
酒
年
を
守
り
て　

旧
朋
を
迎
う　
　
　

潦
倒
斯
身
嘗
阻
険　
　

潦
倒
の
斯
の
身　

阻
険
を
嘗
（
な
む
）
る
も　

浮
靡
世
態
見
摸
稜　
　

浮
靡
世
態　

摸
稜
を
見
る　

渓
雲
醸
雪
猶
成
雨　
　

渓
雲
は
雪
を
醸
し
猶
お
雨
を
成
し

瓶
水
涵
梅
不
結
冰　
　

瓶
水
は
梅
を
涵
（
う
る
）
お
し
て
冰
を
結
ば
ず　

話
盡
心
中
多
少
事　
　

話
尽
き　

心
中
多
少
の
事　

一
爐
寒
火
一
青
燈　
　

一
爐
の
寒
火　

一
青
燈

【
詩
題
】
除
夜
に
橋
本
研
斎
と
一
緒
に
徹
夜
し
て

【
大
意
】
過
ぎ
去
る
月
日
の
今
夜
、
山
の
険
し
い
こ
と
に
た
め
息
を
つ
き
、
濁
り

酒
で
除
夜
に
徹
夜
を
し
て
旧
友
を
迎
え
る
の
だ
。
老
衰
の
此
の
身
、
嘗
て
は
険
し

さ
を
モ
ノ
と
も
せ
ず
登
っ
た
が
、
浮
靡
な
世
態
を
見
る
に
つ
け
、
あ
の
蘇
味
道
の
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よ
う
に
自
分
で
決
め
る
こ
と
さ
え
出
来
ぬ
。
谷
間
の
雲
は
雪
を
含
み
雨
を
連
れ
て

き
た
が
、
花
瓶
の
梅
は
水
を
も
ら
っ
て
ま
だ
凍
ら
な
い
。
話
が
尽
き
た
が
心
の
中

に
は
多
く
の
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。
周
り
に
は
炉
の
消
え
か
か
っ
た
火
と
青
白

い
灯
だ
け
。

【
語
釈
】
〇
橋
本
研
斎
―
不
明
。
〇
崚
嶒
―
山
の
高
く
険
し
い
様
。「
崚
嶒
起
青
嶂
」

（
沈
約
詩
）。
〇
守
歳
―
大
晦
日
に
徹
夜
し
て
眠
ら
ぬ
こ
と
。
除
夜
の
徹
夜
。「
士

庶
之
家
、
圍
爐
團
坐
、
達
旦
不
寝
、
謂
之
守
歳
」（『
東
京
夢
華
録
』）。
〇
潦
倒
―

老
衰
の
こ
と
。
〇
阻
険
―
険
阻
に
同
じ
。
険
し
い
こ
と
。
〇
浮
靡
―
派
手
で
不
真

面
目
な
こ
と
。
〇
模
稜
―
中
国
は
唐
代
の
蘇
味
道
が
宰
相
の
時
、
事
を
決
め
る
の

に
自
分
の
信
ず
る
所
を
言
わ
ず
、
席
の
稜
を
手
で
さ
す
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た

所
か
ら
「
稜
を
摸
す
る
」
と
い
っ
た
。
摸
稜
と
も
言
う
。
〇
多
少
―
①
多
い
か
少

な
い
か
。
②
多
い
。
③
い
か
ほ
ど
。
こ
こ
は
②
の
「
多
い
」
の
意
味
。

　
　

夢
遊
芳
野　
　

夢
に
芳
野
に
遊
ぶ

酒
顛
花
狂
過
半
春　
　

酒
顛　

花
狂　

半
春
を
過
ぎ　

醉
後
身
在
花
邊
眠　
　

醉
後　

身
は
花
辺
に
在
り
て
眠
る　

花
神
伴
我
駕
空
去　
　

花
神
は
我
を
伴
な
い
て
空
に
駕
し
て
去
り　

定
是
華
胥
國
裏
天　
　

定
め
て
是
れ　

華
胥
国
裏
の
天

欲
迷
不
迷
墜
不
墜　
　

迷
わ
ん
と
し
て
迷
わ
ず　

墜
つ
る
も
墜
ち
ず　
　

夢
裏
分
明
認
芳
野　
　

夢
裏　

分
明
に
芳
野
と
認
む　

雙
屐
蹈
花
歩
歩
輕　
　

双
屐　

花
を
蹈
み
て
歩
歩
軽
く

忽
到
蔵
王
古
廟
下　
　

忽
ち
到
る　

蔵
王　

古
廟
の
下

坐
看
一
目
花
千
株　
　

坐
し
て
看
れ
ば
一
目
花
千
株

我
是
花
耶
花
是
我　
　

我
は
是
れ
花
か　

花
は
是
れ
我
か　

荒
涼
何
處
問
帝
陵　
　

荒
涼　

何
れ
の
處
か
帝
陵
を
問
う　

古
宮
春
深
花
空
鎖　
　

古
宮
は
春
深
く
し
て　

花
空
し
く
鎖
す

臣
楠
正
成
臣
藤
房　
　

臣
は
楠
正
成　

臣
は
藤
房　

國
將
亡
先
喪
元
良　
　

国
将
に
亡
び
ん
と
し
て
先
ず
元
良
を
喪
う　

神
璽
寶
鏡
尋
無
跡　
　

神
璽
宝
鏡　

尋
ぬ
る
も
跡
な
し　

山
中
花
木
益
悲
傷　
　

山
中
の
花
木　

益
々
悲
傷　

南
朝
五
十
都
是
夢　
　

南
朝　

五
十　

都
て
是
れ
夢

夢
場
人
世
共
茫
茫　
　

夢
場　

人
世
は
共
に
茫
茫　

夢
覺
花
邊
酒
亦
覺　
　

夢
に
覚
（
さ
）
め　

花
辺
に
酒
亦
た
覚
（
さ
）
む　

落
花
満
身
有
餘
香　
　

落
花
の
満
身　

余
香
あ
り

【
詩
題
】
夢
の
中
で
吉
野
に
遊
ん
だ
詩
（
其
の
一
）

【
大
意
】
酒
き
ち
が
い
に
花
狂
い
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
春
も
半
ば
過
ぎ
た
。
酔
っ

た
後
、
花
の
近
く
で
眠
る
。
花
の
神
は
わ
れ
を
連
れ
て
空
へ
と
飛
び
立
ち
、
着
い

た
先
は
昼
寝
の
国
。

【
語
釈
】
〇
芳
野
―
吉
野
山
の
こ
と
。
〇
顛
―
気
が
ふ
れ
る
。「
癲
」
に
同
じ
。

〇
華
胥
国
―
中
国
の
黄
帝
が
昼
寝
の
夢
に
遊
ん
だ
と
い
う
理
想
郷
が
華
胥
氏
の
国

で
あ
っ
た
と
い
う
故
事
に
因
み
「
昼
寝
・
午
睡
」
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

【
詩
題
】
夢
の
中
で
吉
野
に
遊
ん
だ
詩
（
其
の
二
）

【
大
意
】
迷
う
か
と
思
っ
て
も
迷
わ
ず
、
墜
ち
る
か
と
思
っ
て
も
墜
ち
な
い
。
夢

の
中
で
こ
こ
は
吉
野
だ
と
わ
か
っ
た
。
我
が
足
は
花
を
踏
ん
で
軽
く
、
忽
ち
蔵
王
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古
堂
廟
の
も
と
に
着
い
た
。

【
語
釈
】
〇
蔵
王
堂
―
吉
野
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
の
こ
と
。
蔵

王
は
仏
の
名
。
憤
怒
の
相
を
な
し
右
足
を
挙
げ
左
手
に
三
鈷
を
持
つ
。

【
詩
題
】
夢
の
中
で
吉
野
に
遊
ん
だ
詩
（
其
の
三
）

【
大
意
】
座
っ
て
み
れ
ば
眼
下
に
千
株
の
桜
。
私
が
花
な
の
か
、
そ
れ
と
も
花
が

私
な
の
か
。
荒
れ
果
て
て
も
の
寂
し
い
所
で
帝
陵
は
ど
こ
か
と
聞
け
ば
、
古
宮
は

春
た
け
な
わ
だ
が
空
し
く
花
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
我
是
花
、
花
是
我
―
恐
ら
く
『
荘
子
』
の
「
不
知
周
之
夢
爲
胡
蝶
與
、

胡
蝶
之
夢
爲
周
與
」（
齊
物
論
第
二
）
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
詩
題
】
夢
の
中
で
吉
野
に
遊
ん
だ
詩
（
其
の
四
）

【
大
意
】
我
は
楠
正
成
、
我
は
藤
房
と
名
乗
り
、
国
が
今
ま
さ
に
滅
び
ん
と
す
る

時
、
先
ず
甚
だ
良
い
家
臣
を
失
っ
た
。
ま
た
、
あ
の
印
章
と
鏡
を
尋
ね
る
術
も
な

く
、
山
中
の
花
木
は
痛
み
悲
し
む
。
南
朝
の
五
十
年
は
全
て
夢
と
消
え
去
っ
た
。

夢
の
中
で
は
、
人
と
世
は
共
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
。
花
の
傍
で
夢
か
ら
覚
め

て
酒
か
ら
も
醒
め
て
、
落
花
を
身
に
纏
っ
た
我
は
、
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
藤
房
―
「
簔
村
藤
房
公
草
庵
旧
跡
」
詩
を
参
照
。
〇
元
良
―
大
い
に

良
い
こ
と
。「
一
人
元
良
、
萬
邦
以
貞
」（
書
經　

太
甲
下
）。
〇
神
璽
・
宝
鏡
―

三
種
の
神
器
の
二
つ
。
印
章
と
鏡
。
〇
南
朝
五
十
―
吉
野
朝
五
十
七
年
間
を
概
数

で
言
っ
た
も
の
。

　
　

陰
山
荘
弔
西
臺
夫
人
墓　
　

陰
山
荘
に
西
台
夫
人
の
墓
を
弔
う

（
俗
所
稱
艶
夫
人
也
。
墓
在
姫
路
城
北
酒
井
村　

俗
に
称
す
る
所
の
艶
夫
人
な
り
。

墓
は
姫
路
城
の
北
、
酒
井
村
に
在
り
）

浴
後
輕
衫
珠
汗
垂　
　

浴
後
の
軽
衫　

珠
汗
垂
れ　

翠
雲
繚
鬢
未
畫
眉　
　

翠
雲
は
鬢
に
繚
（
ま
と
）
い　

未
だ
眉
を
画
か
ず　

暫
倚
欄
干
去
自
遅　
　

暫
ら
く
欄
干
に
倚
り
て
去
る
に
自
ら
遅
し　

無
頼
春
風
掠
面
吹　
　

無
頼
の
春
風　

面
を
掠
め
て
吹
く　

豈
知
奇
禍
起
此
時　
　

豈
に
知
ら
ん　

奇
禍　

此
の
時
に
起
く
る
を

謾
使
老
奸
窺
冰
肌　
　

謾
（
そ
ぞ
ろ
）
に
老
奸
を
し
て
冰
肌
を
窺
は
し
む　

堅
白
從
来
不
磷
緇　
　

堅
白　

従
来　

磷
緇
せ
ず　

一
片
貞
節
託
歌
詞　
　

一
片
の
貞
節　

歌
詞
に
託
す　

時
是
皇
紐
解
難
維　
　

時
に
是
れ
皇
紐
は
解
き
て
維
（
つ
な
）
ぎ
難
く

人
事
世
情
爛
且
糜　
　

人
事　

世
情　

爛
れ
且
つ
糜
（
た
だ
）
る

朝
向
南
方
暮
北
馳　
　

朝
に
南
方
に
向
か
い　

暮
に
北
に
馳
す　

舎
順
歸
逆
災
相
随　
　

順
を
舎
（
す
）
て
逆
に
帰
し　

災
い
相
い
随
う　

富
貴
一
朝
不
可
期　
　

富
貴
は
一
朝
に
期
す
べ
か
ら
ず　

天
網
雖
踈
固
無
私　
　

天
網
踈
と
雖
も　

固
よ
り
私
な
し　

高
定
身
喪
國
遂
危　
　

高
定
ま
り　

身
喪
い
て　

国
遂
に
危
う
し　
　
　
　

反
賊
如
此
何
足
悲　
　

反
賊
此
の
如
き
は　

何
ぞ
悲
し
む
に
足
ら
ん　

獨
有
夫
人
全
初
思　
　

独
り
夫
人
あ
り
て
初
思
を
全
く
し　

不
似
阿
郎
事
貮
疑　
　

阿
郎
の
貮
疑
に
事
（
つ
か
）
う
る
に
似
ず　

焼
跡
猶
餘
一
堂
碑　
　

焼
跡　

猶
お
余
す　

一
堂
の
碑　

青
苔
空
埋
舊
燕
支　
　

青
台　

空
し
く
埋
む　

旧
燕
支

（
夫
人
自
燼
處
世
稱
焼
堂　

夫
人
自
ら
燼
く
處
、
世
は
焼
堂
と
称
す
）

【
詩
題
】
陰
山
荘
に
西
台
夫
人
の
墓
を
弔
う
詩
（
俗
に
所
謂
艶
夫
人
で
あ
る
。
墓

は
姫
路
城
の
北
、
酒
井
村
に
あ
る
）
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【
大
意
】
入
浴
後
の
肌
着
か
ら
玉
の
様
な
汗
が
し
た
た
り
、
翠
の
雲
が
鬢
に
ま
と

わ
り
付
き
、
ま
だ
眉
を
引
い
て
い
な
い
。
暫
く
欄
干
に
寄
り
か
か
り
自
分
か
ら
は

去
り
が
た
く
、
や
く
ざ
な
春
か
ぜ
が
頬
を
か
す
め
て
吹
く
。
ど
う
し
て
数
奇
な
禍

が
自
分
の
身
に
起
こ
る
こ
と
を
知
り
得
よ
う
。
ゆ
く
り
な
く
も
悪
者
に
雪
の
よ
う

な
肌
を
盗
み
見
さ
れ
た
の
だ
。
節
操
を
変
え
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
影
響
も
う
け

ず
、
自
分
の
貞
節
を
歌
の
言
葉
に
託
し
た
の
だ
。
時
に
大
い
な
る
紐
は
解
い
て
も

繋
ぐ
の
は
む
つ
か
し
く
、
人
事
や
世
情
も
爛
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
朝
、
南
方
に

向
か
う
か
と
思
え
ば
、
暮
れ
に
は
北
へ
と
駆
け
る
。
正
義
を
捨
て
、
逆
賊
に
味
方

し
、
禍
が
つ
き
随
う
有
様
だ
。
富
貴
と
い
う
も
の
は
僅
か
の
時
間
に
完
成
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
し
、
自
然
の
制
裁
は
疎
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
実
は
そ
こ
に
は

「
私
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
。
夫
の
塩
冶
高
定
は
身
ま
か
り
、
国
は
結
局
危

う
く
な
る
し
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
謀
叛
で
も
ど
う
し
て
悲
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

夫
人
は
初
志
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
、
夫
が
二
股
で
仕
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は

似
て
も
似
つ
か
な
い
。
焼
跡
に
は
現
在
も
一
つ
の
碑
が
残
っ
て
い
て
、
青
い
苔
が

む
な
し
く
昔
の
顔
料
を
埋
め
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。（
夫
人
が
焼
身
自
殺
し
た
所

で
、
世
間
で
は
「
焼
堂
」
と
言
っ
て
い
る
。）

【
語
釈
】
〇
陰
山
荘
―
現
姫
路
市
豊
富
町
に
あ
っ
た
。
〇
西
台
夫
人
―
塩
冶
高
定

（
忠
臣
蔵
で
有
名
）
の
妻
。
高
師
直
の
横
恋
慕
に
よ
り
、
夫
は
讒
言
さ
れ
出
雲
に

逃
げ
る
（
後
に
戦
死
）
が
、
妻
子
は
陰
山
荘
で
自
害
し
た
。『
太
平
記
』
巻
二
十
一

参
考
。
〇
無
頼
―
無
法
な
事
を
す
る
。
放
蕩
。
〇
堅
白
―
意
思
・
節
操
を
変
え
な

い
こ
と
（『
論
語
』
陽
貨
編
参
照
）。
〇
不
磷
緇
―
不
緇
磷
。
影
響
を
受
け
て
も
変

化
し
な
い
こ
と
を
言
う
。
〇
皇
紐
―
皇
統
。
〇
爛
且
靡
―
靡
爛
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に
た

だ
れ
る
こ
と
。
〇
天
網
―
天
が
悪
人
を
捕
へ
る
為
に
張
る
網
の
意
で
天
の
法
律
、

自
然
の
制
裁
。（『
老
子
』「
天
網
恢
恢
、
疎
而
不
失
」。
〇
燕
支
―
燕
脂
。
臙
脂
。

濃
紅
色
の
顔
料
。
口
語
。

　
　

尼
将
軍　
　

尼
将
軍

欲
把
菱
花
購
後
榮　
　

菱
の
花
を
把
り
て
後
栄
を
購
わ
ん
と
す　
　
　

深
閨
一
夢
是
前
程　
　

深
閨　

一
夢　

是
れ
前
程　

骨
肉
佗
年
被
咬
盡　
　

骨
肉　

佗
年　

咬
尽
せ
ら
れ　

不
知
家
鼠
有
狼
情　
　

知
ら
ず　

家
鼠　

狼
情
あ
り

（
鎌
倉
氏
叔
姪
皆
爲
北
条
氏
所
斃　

鎌
倉
氏
の
叔
姪
、
皆
北
条
氏
の
斃
（
た
お
）
す

所
と
な
る
）

【
詩
題
】
尼
将
軍
に
つ
い
て

【
大
意
】
菱
の
花
（
鏡
）
で
夢
を
買
っ
て
後
の
栄
華
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
奥

深
い
閨
で
夢
を
見
た
の
は
す
ば
ら
し
い
未
来
。
と
こ
ろ
が
後
に
骨
肉
相
食
む
争
い

に
入
り
、
家
の
鼠
が
企
み
に
富
ん
で
い
た
と
は
。（
鎌
倉
氏
の
叔
も
姪
も
皆
北
条

氏
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。）

【
語
釈
】
〇
尼
将
軍
―
源
頼
朝
の
死
後
、
尼
で
あ
り
な
が
ら
権
力
を
ふ
る
っ
た
北

条
政
子
の
異
名
。
転
じ
て
権
力
を
ふ
る
う
未
亡
人
に
も
使
う
。
〇
家
鼠
―
子
飼
の

家
臣
の
こ
と
か
。

　
　

荷
錢　
　

荷
銭

何
論
銅
臭
涴
詩
家　
　

何
ぞ
論
ぜ
ん　

銅
臭
は
詩
家
を
涴
（
け
が
）
さ
ん
と

買
斷
春
場
好
物
華　
　

買
断
す　

春
場　

好
物
の
華　

似
向
漣
漪
爭
淺
緑　
　

漣
漪
に
向
い
て
浅
緑
を
争
う
に
似
た
り　

一
池
新
葉
未
藏
蛙　
　

一
池
の
新
葉　

未
だ
蛙
を
蔵
せ
ず
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【
詩
題
】
蓮
の
葉

【
大
意
】
銅
銭
と
い
う
も
の
の
臭
さ
が
詩
人
を
汚
す
な
ど
と
ど
う
し
て
論
じ
ら
れ

よ
う
。
春
に
な
り
、
こ
の
錢
（
蓮
の
花
）
で
素
晴
ら
し
い
果
物
を
買
い
占
め
る
と

し
よ
う
。
そ
れ
は
漣
と
新
緑
と
が
争
う
よ
う
な
も
の
で
、
池
の
新
し
い
蓮
の
上
に

蛙
が
い
な
い
の
と
同
じ
だ
。

【
語
釈
】
〇
荷
銭
―
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
荷
の
葉
を
い
う
。
其
の
形
が
銭
に
似
て

い
る
所
か
ら
か
く
言
う
。
〇
銅
臭
―
銅
銭
の
臭
気
。
金
銭
に
囚
わ
れ
た
人
物
の
行

為
を
卑
し
ん
で
言
う
語
。「
崔
烈
以
五
百
萬
得
司
徒
、
問
其
子
以
外
議
何
如
、
子

曰
、
人
嫌
其
銅
臭
耳
」（
十
八
史
略
）。

　
　

贈
友
人
歸
山　
　

友
人
の
山
に
帰
る
に
贈
る

決
然
長
占
一
身
閑　
　

決
然
と
し
て
長
へ
に
占
め
ん　

一
身
の
閑

也
結
鷗
盟
鷺
社
班　
　

也
（
ま
）
た
結
ぶ　

鴎
盟
鷺
社
の
班　

今
日
人
間
何
所
羨　
　

今
日　

人
間　

何
の
羨
む
所
ぞ　

琴
書
無
恙
舊
青
山　
　

琴
書
恙
な
し
旧
青
山

【
詩
題
】
友
達
が
山
に
帰
る
の
に
贈
っ
た
詩

【
大
意
】
き
っ
ぱ
り
と
決
意
し
て
自
身
を
閑
な
状
況
に
置
こ
う
と
す
る
。
ま
た
隠

居
し
て
風
流
を
楽
し
み
詩
社
の
グ
ル
ー
プ
で
活
躍
す
る
。
今
日
、
こ
の
世
で
何
を

羨
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
琴
書
は
元
の
ま
ま
だ
し
、
昔
な
が
ら
の
山
々
で
は
な
い

か
。

【
語
釈
】
〇
也
―
「
ま
た
」
の
意
。
唐
・
宋
以
来
の
口
語
。
〇
鴎
盟
―
隠
居
し
て

風
流
を
楽
し
む
こ
と
。
〇
鷺
社
―
サ
ギ
の
グ
ル
ー
プ
。
詩
社
の
こ
と
。
〇
琴
書
―

「
琴
」
と
「
書
物
」。
知
識
人
の
た
し
な
み
を
言
う
。

　
　

庚
申
溪
途
上
雜
詠　
　

庚
申
に
渓
の
途
上
雜
詠

（
余
寓
播
州
志
方
、
過
此
渓
、
月
或
數
次
、
得
詩
數
十
首
、
今
録
其
六　

余
播
州

の
志
方
に
寓
す
。
此
の
渓
を
過
ぐ
る
は
月
に
或
い
は
数
次
、
詩
數
十
首
を
得
た
り
。

今
其
の
六
を
録
す
。）

春
泥
一
路
雨
絲
斜　
　

春
泥　

一
路　

雨
絲
斜
な
り　

籬
落
蕭
蕭
三
兩
家　
　

籬
落
蕭
蕭
と
し
て
三
両
家　

幾
處
韶
光
人
不
管　
　

幾
處
の
韶
光　

人
管
（
お
さ
）
め
ず　

東
風
閑
却
野
梅
花　
　

東
風
閑
却
す　

野
梅
の
花

煙
裏
燈
光
斷
又
生　
　

煙
裏
の
灯
光　

断
ち
又
生
ず　

糢
糊
醉
眼
不
分
明　
　

糢
糊
た
る
酔
眼　

分
明
な
ら
ず　

柳
陰
昏
黒
迷
前
徑　
　

柳
陰
の
昏
黒
は
前
径
を
迷
わ
せ　

激
石
春
流
㶁
㶁
聲　
　

石
に
激
し
て　

春
流
㶁
㶁
（
か
く
か
く
）
の
声

蕭
蕭
村
路
雨
初
晴　
　

蕭
蕭
た
り
村
路　

雨
初
め
て
晴
れ　

人
斷
渓
山
野
雉
鳴　
　

人　

渓
山
を
断
て
ば　

野
雉
鳴
く　

兩
岸
青
松
無
雜
樹　
　

両
岸
の
青
松
に
雑
樹
な
く　

春
風
滿
地
蒲
公
英　
　

春
風　

地
に
満
つ　

蒲
公
英

薄
暮
歸
來
寄
杖
枝　
　

薄
暮　

帰
来　

杖
枝
に
寄
る　

紫
嵐
堆
裏
酒
家
籬　
　

紫
嵐　

堆
裏　

酒
家
の
籬　

胡
床
一
半
分
詩
客　
　

胡
床　

一
半　

詩
客
に
分
け　

十
里
溪
山
煙
雨
時　
　

十
里
の
渓
山　

煙
雨
の
時
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駘
蕩
東
風
吹
面
輕　
　

駘
蕩
た
り
東
風　

面
を
吹
き
て
軽
く　

一
村
桃
李
弄
朝
晴　
　

一
村
の
桃
李　

朝
の
晴
を
弄
ぶ　

春
光
別
闢
新
天
地　
　

春
光
は
別
に
闢
（
ひ
ら
）
く
新
天
地　

人
蹈
香
雲
暖
雪
行　
　

人
は
香
雲
暖
雪
を
蹈
み
て
行
く

依
微
樹
影
月
將
斜　
　

依
微
た
り
樹
影　

月　

将
に
斜
な
ら
ん
と
し　

風
露
瓓
珊
涼
氣
加　
　

風
露
は
瓓
珊
と
し
て　

涼
気
加
わ
る　

溪
上
待
人
人
未
到　
　

渓
上
に
人
を
待
て
ど
も
人
未
だ
到
ら
ず　

暫
留
吟
杖
叩
村
家　
　

暫
ら
く
吟
杖
を
留
め
て
村
家
を
叩
か
ん

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雑
詠
（
其
の
一
）（
私
は
播

州
の
志
方
と
い
う
所
に
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
渓
谷
を
過
ぎ
る
事
、
月
に

数
回
で
あ
っ
た
が
、
詩
数
十
首
を
作
っ
た
。
今
そ
の
内
の
六
首
を
記
録
し
て
お
く
）

【
大
意
】
春
の
泥
道
を
行
く
と
糸
の
よ
う
な
横
殴
り
の
雨
。
ま
が
き
の
向
こ
う
に

ひ
っ
そ
り
と
二
・
三
軒
の
家
並
み
。
の
ど
か
な
春
光
は
人
間
と
か
か
わ
り
な
く
、

春
風
が
野
梅
に
吹
き
つ
け
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
播
州
―
兵
庫
県
南
部
の
別
称
。
〇
籬
落
―
ま
が
き
。「
落
」
は
囲
い
の

こ
と
。
〇
蕭
蕭
―
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
さ
ま
。
〇
韶
光
―
春
の
の
ど
か
な
景
色
。

「
韶
光
開
令
序
」（
唐
太
宗
詩
）。
〇
東
風
―
春
風
。
〇
閑
却
―
な
お
ざ
り
に
す
る

こ
と
。
打
ち
捨
て
て
お
く
こ
と
。「
却
」
は
動
詞
の
後
に
付
き
意
味
の
な
い
字
。

返
却
・
滅
却
な
ど
の
「
却
」
と
同
じ
口
語
的
な
用
法
。

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雜
詠
（
其
の
二
）

【
大
意
】
靄
の
中
に
灯
の
光
が
消
え
た
か
と
思
う
と
ま
た
一
つ
灯
る
。
ぼ
ん
や
り

と
し
た
酔
眼
に
は
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
柳
の
木
の
陰
は
暗
く
、
先
に
延
び

る
道
に
も
迷
い
そ
う
だ
。
谷
川
で
は
石
に
ぶ
つ
か
る
春
の
水
音
が
激
し
い
。

【
語
釈
】
〇
糢
糊
―
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。
唐
・
宋
以
来
の
口
語
。「
平
明
山
雪

白
糢
糊
」（
白
居
易
詩
）。
〇
激
石
―
「
激
」
は
激
し
い
こ
と
。「
激
石
」
は
石
に

水
が
激
し
く
ぶ
つ
か
る
こ
と
。
〇
㶁
㶁
―
水
の
激
す
る
声
。「
水
㶁
㶁
循
除
鳴
」

（
韓
愈　

藍
田
廳
壁
記
）。

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雜
詠
（
其
の
三
）

【
大
意
】
ひ
っ
そ
り
と
し
た
村
の
道
で
先
ほ
ど
の
雨
も
上
が
っ
た
。
谷
川
や
山
と

離
れ
る
と
、
ど
こ
か
で
雉
の
鳴
き
声
が
す
る
。
両
岸
の
青
い
松
の
林
に
は
雜
樹
と

て
な
く
、
春
風
が
地
面
一
杯
の
蒲
公
英
に
吹
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
蒲
公
英
―
キ
ク
科
の
多
年
草
。
漢
方
で
開
花
前
に
収
穫
し
、
乾
燥
さ

せ
た
も
の
を
「
蒲
公
英
」
と
い
う
こ
と
か
ら
。

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雜
詠
（
其
の
四
）

【
大
意
】
夕
暮
れ
時
、
つ
え
に
寄
り
か
か
る
よ
う
に
し
て
帰
宅
す
る
。
一
面
の
紫

色
に
煙
る
夕
陽
の
光
の
中
に
酒
屋
の
籬
が
見
え
る
。
床
几
の
半
分
に
私
は
座
っ
て

い
る
の
だ
が
、
周
り
の
谷
川
や
山
々
は
霧
雨
に
煙
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
薄
暮
―
日
暮
れ
。
夕
暮
れ
。
唐
・
宋
以
来
の
口
語
。「
今
者
薄
暮
、
擧

網
得
魚
」（
蘇
軾　

後
赤
壁
賦
）。
〇
紫
嵐
―
紫
色
に
染
ま
っ
た
嵐
光
。
夕
暮
れ
時

の
山
に
映
ず
る
紫
の
光
。
〇
堆
裏
―
堆
積
し
た
中
。
〇
胡
床
―
胡
牀
。
胡
国
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
い
う
腰
掛
。
〇
煙
雨
―
霧
雨
。
細
雨
。「
多
少
樓
臺
煙
雨
中
」（
杜

牧
詩
）。

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雜
詠
（
其
の
五
）
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【
大
意
】
ゆ
っ
た
り
と
吹
く
東
風
（
こ
ち
か
ぜ
）
が
面
を
軽
く
な
で
、
村
の
桃
や
李

が
朝
の
光
の
中
で
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
。
春
の
日
差
し
は
別
天
地
を
開
く
か

の
よ
う
で
、
私
は
香
り
立
つ
雲
、
温
か
い
雪
の
よ
う
な
花
び
ら
を
足
元
に
踏
み
し

め
な
が
ら
歩
い
て
い
く
。

【
語
釈
】
〇
駘
蕩
―
春
の
の
ど
か
な
様
。「
春
物
方
駘
蕩
」（
謝
朓
詩
）。
〇
香
雲
―

雲
の
よ
う
に
立
ち
上
っ
た
香
の
煙
を
言
う
。
こ
こ
は
「
香
り
の
よ
い
雲
」
の
意
で

使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
詩
題
】
庚
申
（
一
八
六
〇
）
の
歳
、
谷
川
の
道
で
の
雜
詠
（
其
の
六
）

【
大
意
】
か
す
か
に
見
え
る
樹
の
影
に
、
今
、
月
が
斜
め
に
落
ち
か
か
ろ
う
と
し

て
い
る
。
風
や
露
は
衰
え
、
代
わ
り
に
涼
し
さ
が
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
谷
川
の
ほ

と
り
で
人
を
待
っ
て
い
る
が
、
待
ち
人
は
来
ず
、
暫
く
杖
を
つ
き
な
が
ら
詩
を
吟

じ
村
家
の
門
を
叩
こ
う
。

【
語
釈
】
〇
依
微
―
か
す
か
な
様
。
ぼ
ん
や
り
し
た
様
。
〇
瓓
珊
―
闌
珊
。
盛
り

を
過
ぎ
る
こ
と
。
衰
え
る
こ
と
。
唐
・
宋
以
来
の
口
語
。「
詩
情
酒
興
漸
闌
珊
」

（
白
居
易
詩
）。

　
　

題
古
木
竹
石
圖　
　

古
木
竹
石
図
に
題
す

直
節
與
老
幹　
　

直
節
と
老
幹
と　

相
對
無
賓
主　
　

相
対
す
る
も
賓
と
主
と
な
し　

傍
有
雲
根
奴　
　

傍
に
雲
根
奴
あ
り　

癡
頑
亦
爲
伍　
　

癡
頑
亦
た
伍
を
な
す　

【
詩
題
】「
古
木
竹
石
図
」
に
題
し
て

【
大
意
】
真
直
ぐ
な
竹
と
年
老
い
た
木
。
お
互
い
に
相
い
対
し
て
い
る
が
ど
ち
ら

が
主
人
で
ど
ち
ら
が
賓
客
か
。
そ
れ
ら
の
傍
に
は
石
が
あ
る
が
、
石
は
か
た
く
な

な
様
で
並
ん
で
い
る
。

【
語
釈
】
〇
雲
根
―
石
の
異
名
。
雲
は
山
の
岩
石
か
ら
生
じ
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
山
の
岩
石
を
い
う
。「
移
石
動
雲
根
」（
賈
島
詩
）。「
奴
」
は
「
し
も
べ
」。

竹
や
石
の
根
元
に
「
し
も
べ
」
の
よ
う
に
控
え
て
い
る
所
か
ら
「
奴
」
と
し
た

か
。
〇
癡
頑
―
愚
か
で
か
た
く
な
な
こ
と
。「
有
錢
不
還
債
」（
李
商
隠　

李
義
山

雜
纂　

癡
頑
）。

　
　

寄
家
書　
　

家
書
を
寄
す

十
年
客
路
尚
遲
留　
　

十
年
の
客
路　

尚
お
遅
留　

蓬
鬢
霜
寒
易
感
秋　
　

蓬
鬢
霜
寒　

秋
に
感
じ
易
し　

自
恐
老
親
労
靉
靆　
　

自
ら
恐
る　

老
親
靉
靆
を
労
し　

郷
書
不
敢
寫
蠅
頭　
　

郷
書　

敢
て
蝿
頭
に
て
寫
（
か
）
か
ず

【
詩
題
】
家
に
手
紙
を
出
す

【
大
意
】
十
年
の
間
家
を
離
れ
、
尚
お
帰
ら
ず
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
蓬
の
よ
う

に
伸
び
放
題
の
鬢
毛
は
秋
を
感
じ
や
す
い
も
の
だ
。
年
を
取
っ
た
両
親
に
は
眼
鏡

を
煩
わ
せ
た
く
な
い
の
で
、
故
郷
へ
の
手
紙
は
小
さ
な
文
字
で
は
書
か
な
い
の
だ
。

【
語
釈
】
〇
遲
留
―
遅
れ
留
ま
る
こ
と
。
〇
蓬
鬢
―
蓬
の
よ
う
な
鬢
毛
。
〇
靉

靆
―
雲
が
日
を
覆
う
こ
と
。
し
か
し
こ
こ
で
は
「
眼
鏡
」
の
こ
と
。
中
国
に
眼
鏡

を
も
た
ら
し
た
西
域
商
人
の
名
前
に
基
づ
く
と
い
う
。
〇
蝿
頭
―
蝿
の
頭
。
細
か

い
も
の
に
例
え
る
。「
猶
讀
蝿
頭
細
字
書
」（
陸
游
詩
）。
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同
西
半
山
將
登
書
寫
山
、
宿
刀
出
村
、
夜
半
有
聲
、
疑
雨
、
啓
戸
視
之
、
風

拂
窗
蕉
、
而
月
在
峰
頭
、
四
顧
寂
然
、
情
致
頗
適
、
剪
燈
書
之　
　

　
　
　
　
　
　

 

西
半
山
と
同
（
と
も
）
に
将
に
書
写
山
に
登
ら
ん
と
し
て
、
刀
出

村
に
宿
す
。
夜
半
に
声
あ
り
。
雨
か
と
疑
い
戸
を
啓
き
之
を
視
れ

ば
、
風
、
窗
の
蕉
を
払
へ
り
。
而
し
て
月
は
峰
頭
に
在
り
。
四
顧

寂
然
た
り
。
情
致
頗
る
適
し
、
灯
を
剪
り
て
之
を
書
く

欲
向
名
山
理
謝
屐　
　

名
山
に
向
い
て
謝
屐
を
理
（
埋
？
）
め
ん
と
欲
す　

半
宵
秋
氣
一
星
釭　
　

半
宵
の
秋
気　

一
星
の
釭　
　
　

枕
頭
頻
駭
煙
霞
夢　
　

枕
頭　

頻
り
に
駭
ろ
か
す　

煙
霞
の
夢　

蕉
葉
戰
風
敲
夜
窓　
　

蕉
葉　

風
に
戦
（
そ
よ
）
い
で　

夜
の
窓
を
敲
く

【
詩
題
】
西
半
山
と
共
に
書
写
山
に
登
ろ
う
し
、
刀
出
村
を
出
発
し
よ
う
と
し
た

が
、
夜
中
に
音
が
し
た
の
で
雨
か
と
疑
っ
て
戸
を
開
け
て
見
て
み
る
と
、
風
が
芭

蕉
の
葉
に
吹
き
当
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
月
は
峰
の
上
に
あ
る
。
周
り
を
見
た
が

静
か
で
あ
る
。
情
趣
が
と
て
も
す
ば
ら
し
く
灯
の
芯
を
切
っ
て
こ
の
詩
を
書
い
た

【
大
意
】
こ
の
名
山
に
か
の
謝
靈
運
が
履
い
た
よ
う
な
下
駄
を
は
い
て
登
ろ
う
と

す
る
。
夜
半
、
秋
の
気
配
の
中
に
小
さ
な
灯
が
瞬
い
て
い
る
。
枕
辺
で
し
き
り
と

驚
か
さ
れ
る
の
は
山
水
の
夢
。
芭
蕉
の
葉
が
風
に
あ
お
ら
れ
て
し
き
り
に
夜
の
窓

を
敲
く
。

【
語
釈
】
〇
謝
屐
―
六
朝
時
代
の
謝
靈
運
（
三
八
四
―
四
三
三
）
が
下
駄
を
は
い
て

山
に
上
る
時
は
前
歯
を
取
り
去
り
、
下
る
時
は
後
歯
を
取
り
去
っ
た
と
い
う
故

事
。
〇
半
宵
―
半
夜
の
こ
と
。
夜
半
。
夜
な
か
。
〇
煙
霞
―
山
水
。「
臣
所
謂
泉

石
膏
盲
、
煙
霞
痼
疾
」（
世
説　

言
語
下
）。

　
　

登
七
草
山　
　

七
草
山
に
登
る

糢
糊
煙
雨
樹
陰
昏　
　

糢
糊
た
る
煙
雨　

樹
陰
昏

晩
叩
禪
關
問
水
源　
　

晩
に
禅
関
を
叩
き
て
水
源
を
問
う　

一
路
溪
橋
人
不
渡　
　

一
路
の
渓
橋　

人
渡
ら
ず　

霜
楓
滿
地
鹿
蹄
痕　
　

霜
楓　

満
地　

鹿
蹄
の
痕

【
詩
題
】
七
草
山
に
登
っ
た
時
の
詩

【
大
意
】
靄
に
煙
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し
樹
の
陰
は
暗
く
、
夜
遅
く
お
寺
の
門
を
叩

き
水
源
を
尋
ね
る
。
谷
川
に
か
か
る
橋
に
は
人
っ
子
一
人
見
え
ず
、
霜
で
赤
く
黄

葉
し
た
落
ち
葉
の
上
に
鹿
の
ひ
ず
め
の
迹
が
認
め
ら
れ
る
。

【
語
釈
】
〇
七
草
山
―
播
磨
に
あ
る
山
の
名
。
〇
糢
糊
―
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。

唐
・
宋
以
来
の
口
語
。
〇
禪
關
―
禅
の
関
所
、
関
門
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
禅
寺
。

　
　

自
室
津
抵
坂
越
船
中　
　

室
津
よ
り
坂
越
に
抵
る
船
中
に
て

扁
舟
載
酒
出
津
關　
　

扁
舟　

酒
を
載
せ　

津
関
を
出
づ　

海
色
晴
開
幾
點
山　
　

海
色
晴
開
し　

幾
點
山　

赤
城
咫
尺
知
何
處　
　

赤
城
咫
尺　

知
ら
ん　

何
れ
の
處
か　

懊
靄
聲
迷
醉
夢
間　
　

懊
靄
声
に
迷
う　

酔
夢
の
間

【
詩
題
】
室
津
か
ら
坂
越
に
至
る
舟
の
中
で

【
大
意
】
一
艘
の
小
舟
が
酒
樽
を
載
せ
て
室
津
を
出
た
が
、
海
の
色
は
ど
こ
ま
で

も
青
く
波
の
向
こ
う
に
い
く
つ
か
の
山
が
見
え
る
。
赤
穂
城
は
近
い
距
離
の
は
ず

で
あ
る
が
、
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
船
頭
が
舟
を
こ
ぐ
声
に
さ
え
あ
れ
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こ
れ
と
迷
い
、
一
生
を
お
え
る
か
の
よ
う
だ
。

【
語
釈
】
〇
室
津
―
兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
の
地
名
。
瀬
戸
内
航
路
の
寄
港
地
。

〇
坂
越
―
（
さ
こ
し
）。
明
石
に
あ
り
。
〇
扁
舟
―
小
舟
。「
扁
舟
泛
湖
海
」（
孟

浩
然
詩
）。
〇
懊
靄
―
「
懊
」
は
悩
む
。「
靄
」
は
雲
気
。
し
か
し
こ
こ
は
「
懊

靄
」
で
船
頭
が
舟
を
こ
ぐ
声
を
表
す
か
。
〇
醉
夢
―
「
醉
生
夢
死
」
の
略
。
何
の

為
す
こ
と
も
な
く
一
生
を
送
る
こ
と
を
い
う
。「
醉
生
夢
死
、
不
自
閣
也
」（
程
子

語
録
）。

　
　

題
山
中
臥
雪
圖　
　

山
中
臥
雪
図
に
題
す

數
莖
蓬
鬢
亂
鬖
髿　
　

数
莖
の
蓬
鬢　

乱
れ
る
こ
と
鬖
髿　

一
臥
溪
山
不
出
家　
　

一
た
び
渓
山
に
臥
し
て
家
を
出
ず　

猶
有
吟
情
頻
引
夢　
　

猶
お
吟
情
頻
り
に
夢
を
引
く
あ
り　

満
天
風
雪
野
梅
花　
　

満
天
の
風
雪　

野
梅
の
花

【
詩
題
】「
山
中
臥
雪
図
」
に
題
し
て

【
大
意
】
数
本
の
鬢
の
ほ
つ
れ
毛
が
乱
れ
に
乱
れ
、
山
河
に
引
き
籠
も
っ
て
か
ら

は
家
を
出
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
で
も
猶
お
詩
を
吟
ず
る
気
持
ち
は
消
え
そ
う
も

な
く
、
周
り
に
は
満
天
の
風
雪
の
中
に
野
梅
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
鬖
鬖
―
髪
の
乱
れ
る
様
。
〇
野
梅
―
野
に
咲
く
梅
の
こ
と
。
中
国
の

唐
詩
に
は
「
野
梅
」
を
詠
っ
た
詩
は
な
く
「
野
梅
」
が
詠
わ
れ
る
様
に
な
る
の

は
、
宋
代
以
降
で
あ
る
。
多
分
唐
代
の
首
都
・
西
安
は
梅
が
植
え
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
宋
代
は
南
方
の
汴
（
現
在
の
開
封
）

や
臨
安
（
現
在
の
杭
州
）
に
都
を
置
い
た
た
め
、
梅
が
家
の
庭
に
も
植
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
詩
人
た
ち
は
野
梅
を
見
る
機
会
も
増
し

た
で
あ
ろ
う
。

　
　

瓢　
　

瓢

酒
盡
君
倒　
　

酒
尽
き
て
君
倒
れ　

我
醉
亦
眠　
　

我
酔
い
て
亦
眠
る

花
朝
月
夕　
　

花
の
朝　

月
の
夕　

君
我
頽
然　
　

君
と
我　

頽
然
た
り

【
詩
題
】
瓢
箪
を
詠
む

【
大
意
】
酒
瓶
が
空
に
な
っ
て
君
は
倒
れ
た
が
、
私
は
酔
っ
た
の
で
暫
く
眠
る
と

し
よ
う
。
花
咲
く
朝
と
月
の
照
る
夕
べ
。
君
と
私
は
す
っ
か
り
酔
っ
ぱ
ら
っ
て

い
る
。

【
語
釈
】
〇
頽
然
―
酔
っ
た
様
。「
頽
然
就
醉
」（
柳
宗
元　

始
得
西
山
宴
游
記
）。

　
　

題
松
宇
山
人
印
譜　
　

松
宇
山
人
の
印
譜
に
題
す

金
銀
玉
牙
竹
木　
　

金
銀　

玉
牙　

竹
木　

鐵
筆
妙
獨
推
君　
　

鉄
筆
の
妙　

独
り
君
を
推
す　

篆
體
蝌
斗
鳥
跡　
　

篆
体
の
蝌
斗　

鳥
跡　

刀
法
流
水
行
雲　
　

刀
法
は
流
水
行
雲
な
り

【
詩
題
】
松
宇
山
人
の
印
譜
に
題
し
て

【
大
意
】
篆
刻
の
材
料
に
は
、
金
・
銀
・
玉
・
象
牙
・
竹
・
木
が
あ
る
が
、
君
の

鉄
筆
の
運
用
は
実
に
巧
み
で
、
君
を
印
の
第
一
人
者
と
し
て
推
薦
す
る
。
篆
字
の
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ス
タ
イ
ル
は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
鳥
の
足
の
様
な
文
字
で
、
君
の
刀
法
は
漂
う
雲

や
流
れ
る
水
の
よ
う
に
自
由
で
あ
る
。

【
語
釈
】
〇
松
宇
山
人
―
不
明
。
〇
蝌
斗
―
蝌
蚪
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
。
〇
鳥

跡
―
蒼
頡
が
鳥
の
足
跡
を
見
て
初
め
て
文
字
を
作
る
こ
と
を
考
え
た
と
い
う
故

事
。
文
字
の
意
味
に
使
う
。
〇
流
水
行
雲
―
「
行
雲
流
水
」
の
こ
と
。
漂
う
雲
と

流
れ
る
水
（『
宋
史
』
蘇
軾
傳
参
照
）。

　
　

歳
晩
書
事　
　

歳
晩　

事
を
書
く

青
樽
有
酒
可
相
娯　
　

青
樽
に
酒
あ
り　

相
娯
し
む
べ
し　

遮
莫
年
光
恰
似
驅　
　

遮
莫
（
た
と
）
え　

年
光
は
恰
も
驅
る
に
似
た
る
も　

來
事
何
須
容
易
説　
　

来
事　

何
ぞ
容
易
に
説
く
を
須
（
も
ち
）
い
ん　

恐
佗
窮
鬼
定
揶
揄　
　

恐
ら
く
佗
（
か
）
の
窮
鬼　

定
め
て
揶
揄
せ
ん

【
詩
題
】
年
末
の
事
に
つ
い
て

【
大
意
】
樽
に
は
酒
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
り
共
に
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
。
例
え
歳

月
が
ま
る
で
早
馬
の
よ
う
に
か
け
去
る
に
し
て
も
だ
。
将
来
は
簡
単
に
予
言
す
る

こ
と
な
ど
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
様
な
こ
と
は
、
き
っ
と
貧
乏
神
が
か
ら

か
う
に
違
い
な
い
。

【
語
釈
】
〇
遮
莫
―
た
と
え
・
・
・
で
も
。
唐
・
宋
以
来
の
口
語
。「
遮
莫
」
は
昔

か
ら
「
サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ
」
と
読
み
「
え
い
、
ま
ま
よ
」
な
ど
と
訳
を
つ
け
る
の

は
間
違
い
で
あ
る
。
〇
年
光
―
歳
月
の
こ
と
。
〇
來
事
―
将
来
。
未
来
の
こ
と
。

『
管
子
』
参
照
の
こ
と
。
〇
窮
鬼
―
貧
乏
神
。「
三
揖
窮
鬼
而
告
之
」（
韓
愈　

送

窮
文
）。
〇
揶
揄
―
か
ら
か
う
。「
邪
揄
」
と
も
表
現
す
る
。

　
　

丁
未
歳
旦　
　

丁
未
の
歳
旦

一
百
八
聲
鐘
杵
傳　
　

一
百
八
の
声　

鐘
杵
伝
う　

去
年
殘
燭
送
餘
寒　
　

去
年
の
残
燭　

余
寒
を
送
る　

東
窓
把
筆
閑
磨
墨　
　

東
窓
に
筆
を
把
り
て　

閑
か
に
墨
を
磨
せ
ば　

自
覺
春
光
生
紙
端　
　

自
ら
覚
ゆ　

春
光
の
紙
端
に
生
ず
る
を

【
詩
題
】
丁
未
（
一
八
四
七
）
の
元
旦

【
大
意
】
除
夜
の
鐘
が
一
〇
八
つ
を
打
ち
終
っ
た
が
、
昨
年
の
残
り
灯
が
寒
さ
を

余
計
に
引
き
立
て
る
。
東
の
窓
辺
で
筆
を
執
り
、
静
か
に
墨
を
す
れ
ば
、
春
の
光

が
紙
の
縁
（
へ
り
）
に
も
生
ず
る
か
の
よ
う
だ
。

【
語
釈
】
〇
鐘
杵
―
鐘
楼
の
鐘
と
鐘
を
打
つ
棒
。
〇
紙
端
―
「
端
」
は
、「
ふ
ち
。

へ
り
。」
紙
の
へ
り
。

　
　

蘭　
　

蘭

托
根
幽
谷
裡　
　

根
を
托
す　

幽
谷
の
裡　

亂
竹
悪
荊
多　
　

乱
竹　

悪
荊　

多
し　

何
似
人
海
上　
　

何
ぞ
似
ん
、
人
の
海
の
上

不
時
有
風
波　
　

時
な
ら
ず
し
て　

風
波
あ
る
に

【
詩
題
】
蘭
に
つ
い
て

【
大
意
】
幽
谷
に
根
を
預
け
て
は
い
る
が
、
周
り
に
は
乱
竹
や
よ
こ
し
ま
な
茨
が

多
い
。
そ
れ
で
も
、
人
生
の
海
で
、
不
意
に
風
波
が
起
こ
る
の
と
は
違
う
境
地
。

【
語
釈
】
〇
悪
荊
―
よ
く
な
い
茨
。
〇
不
時
―
不
意
の
こ
と
。
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春
雪
留
友　
　

春
雪
に
友
を
留
む

風
弄
狂
權
簾
影
斜　
　

風
は
狂
権
を
弄
し　

簾
影
斜
な
り　

糢
糊
一
白
失
山
坡　
　

糢
糊
た
り　

一
白　

山
坡
を
失
う　

春
寒
已
負
探
梅
約　
　

春
寒
く
已
に
負
（
そ
む
）
く　

探
梅
の
約　

留
友
林
窓
看
雪
華　
　

友
を
留
め　

林
窓
に　

雪
華
を
看
ん

【
詩
題
】
春
の
雪
に
友
人
を
留
め
た
と
き

【
大
意
】
風
は
狂
（
き
ち
が
）
い
じ
み
た
様
に
簾
の
影
を
ゆ
す
り
、
雪
が
山
並
み
を

消
さ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
春
と
は
い
え
ま
だ
寒
く
探
梅
の
約
束
は
や
ぶ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
友
人
を
留
め
て
窓
辺
で
雪
で
も
見
て
い
よ
う
。

【
語
釈
】
〇
山
坡
―
や
ま
の
堤
。
山
脈
。
〇
雪
華
―
雪
を
花
に
た
と
え
て
言
う
。

　
　

榴
火
欲
燃　
　

榴
火
燃
え
ん
と
す

黄
梅
時
節
雨
如
煙　
　

黄
梅
の
時
節　

雨　

煙
の
如
く

榴
火
煌
々
尚
欲
燃　
　

榴
火　

煌
煌
と
し
て　

尚
お
燃
え
ん
と
す　

若
向
車
公
窗
外
種　
　

若
し
車
公
の　

窓
外
に
向
（
あ
）
り
て
種
う
れ
ば　

螢
嚢
未
必
照
陳
篇　
　

蛍
嚢
は
い
ま
だ
必
ず
し
も
陳
篇
を
照
ら
さ
ざ
る
に

【
詩
題
】
ザ
ク
ロ
の
燃
え
る
よ
う
な
赤
色
を
見
て

【
大
意
】
梅
が
熟
す
頃
は
雨
が
靄
の
よ
う
に
降
る
時
で
も
あ
る
。
ザ
ク
ロ
の
真
っ

赤
な
花
は
、
ま
る
で
煌
々
と
燃
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
も
し
も
、
車
胤
の
窓
辺

に
植
え
て
い
た
な
ら
ば
、
蛍
の
入
っ
た
袋
は
古
い
書
物
を
照
ら
さ
な
く
て
も
よ

か
っ
た
だ
ろ
う
に
。

【
語
釈
】
〇
榴
火
―
ザ
ク
ロ
の
赤
い
色
を
火
に
例
え
て
言
う
語
。
〇
向
―
「
在
」

と
同
じ
用
法
。
〇
車
公
―
車
胤
の
こ
と
。
家
が
貧
し
か
っ
た
為
に
灯
火
の
代
わ
り

に
蛍
を
集
め
そ
の
光
で
勉
強
し
た
故
事
。『
晉
書　

車
胤
傳
』
参
照
。
〇
陳
篇
―

陳
編
と
も
。
昔
の
古
い
書
物
の
こ
と
。
韓
愈
『
進
學
解
』
参
照
。

　
　

夏
夜
即
事　
　

夏
の
夜　

即
事　
　

樹
梢
風
死
熱
如
煨　
　

樹
梢
の
風
死
し　

熱
き
こ
と
煨
の
如
く　

半
夜
蒸
雲
凝
不
開　
　

半
夜
の
蒸
雲　

凝
と
し
て
開
か
ず　

帳
裏
挑
燈
坐
繙
帙　
　

帳
裏　

灯
を
挑
（
ひ
）
き
て
坐
（
そ
ぞ
ろ
）
に
帙
を
繙
き

翠
乾
坤
外
送
蚊
雷　
　

翠
乾
坤
の
外
に
蚊
雷
を
送
ら
ん

【
詩
題
】
夏
の
夜
、
感
じ
た
事
を

【
大
意
】
木
の
梢
に
吹
く
風
が
パ
タ
リ
と
止
み
、
熱
い
こ
と
と
言
っ
た
ら
火
鉢
の

中
の
火
の
様
だ
。
夜
中
に
な
っ
て
も
ム
シ
ム
シ
し
た
雲
が
動
か
ず
に
じ
っ
と
し
て

い
る
。
蚊
帳
の
中
で
灯
を
引
き
寄
せ
、
そ
ぞ
ろ
に
書
物
の
帙
を
開
き
、
緑
の
天
地

の
む
こ
う
に
蚊
の
う
な
り
を
送
っ
て
や
ろ
う
。

【
語
釈
】
〇
煨
―
「
お
き
火
」
の
こ
と
。
火
鉢
の
中
の
火
。
〇
蒸
雲
―
雲
蒸
の
こ

と
。
湯
気
の
よ
う
に
ム
シ
ム
シ
し
た
雲
の
こ
と
。
〇
帳
裏
―
「
と
ば
り
」
の
中
。

〇
帙
―
書
物
を
保
護
す
る
た
め
の
覆
い
。
〇
翠
乾
坤
―
「
翠
」
は
「
み
ど
り
」。

「
乾
坤
」
は
「
天
地
・
宇
宙
」。
こ
こ
で
は
蚊
帳
の
こ
と
か
。
〇
蚊
雷
―
蚊
が
集
団

で
出
す
う
な
り
。「
潮
聲
遙
聴
訝
蚊
雷
」（
周
必
大
詩
）。

　
　

端
午　
　

端
午
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連
朝
雨
色
鴨
煙
消　
　

朝
に
連
な
る
雨
色　

鴨
は
煙
と
消
え　
　

梔
子
花
遲
燕
子
凋　
　

梔
子
の
花
遅
く　

燕
子
凋
（
し
お
）
る　

新
霽
恰
逢
重
五
節　
　

新
た
に
霽
れ　

恰
も
逢
う
重
五
節　

一
瓶
榴
火
照
寥
寥　
　

一
瓶
の
榴
火　

照
す
廖
廖
と

【
詩
題
）
端
午
の
節
句

【
大
意
】
朝
に
な
っ
て
も
続
く
雨
模
様
に
鴨
た
ち
は
煙
の
よ
う
に
消
え
去
り
、
ク

チ
ナ
シ
の
花
は
遅
く
、
燕
子
（
か
き
つ
ば
た
）
は
元
気
が
な
い
。
雨
は
晴
れ
、
ま

る
で
端
午
の
節
句
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
で
、
一
瓶
の
ザ
ク
ロ
の
花
が
あ
た
り
を

静
か
に
照
ら
し
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
梔
子
―
ク
チ
ナ
シ
。
ク
チ
ナ
シ
の
実
の
場
合
も
あ
る
。
〇
燕
子
―
こ

こ
で
は
「
燕
子
花
」（
カ
キ
ツ
バ
タ
）
の
こ
と
か
。「
梔
子
」
や
「
燕
子
」
の
「
子
」

は
名
詞
の
後
に
つ
け
る
意
味
の
な
い
語
。
椅
子
・
菓
子
・
調
子
等
。
口
語
的
な
用

法
。
〇
重
五
節
―
五
月
五
日
の
節
句
。
重
午
と
も
。
〇
廖
廖
―
さ
み
し
い
。
も
の

静
か
。

　
　

遊
稱
徳
精
舎　
　

称
徳
精
舎
に
遊
ぶ

雨
斷
溪
山
緑
漲
空　
　

雨
は
渓
山
を
断
ち
て　

緑　

空
に
漲
り　

踈
簾
捲
盡
夕
陽
紅　
　

踈
簾　

捲
き
尽
せ
ば　

夕
陽　

紅
し　

人
間
有
此
清
涼
否　
　

人
間
に
此
の
清
涼
あ
る
や
否
や　

亞
字
欄
頭
四
面
風　
　

亜
字
の
欄
頭　

四
面
の
風

【
詩
題
】
称
徳
精
舎
に
遊
ん
だ
時
の
詩

【
大
意
】
雨
が
谷
や
山
を
切
断
し
て
い
る
が
、
緑
は
空
一
杯
に
広
が
り
、
ま
ば
ら

な
簾
を
捲
き
尽
く
す
と
、
丁
度
夕
陽
が
赤
々
と
照
っ
て
い
る
。
こ
の
世
界
に
か
よ

う
な
清
涼
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
亜
」
字
を
か
た
ど
っ
た
欄
間
に
四
方
か
ら
の

涼
風
が
吹
い
て
く
る
。

【
語
釈
】
〇
称
徳
精
舎
―
現
加
古
川
市
の
称
徳
寺
か
。
〇
夕
陽
―
夕
日
。「
夕
陽
無

限
好
」（
李
商
隠
詩
）。
〇
人
間
―
こ
の
世
。
世
間
。
〇
欄
頭
―
欄
間
の
こ
と
。「
頭
」

は
意
味
の
な
い
語
。
石
頭
。
上
頭
。
西
頭
。
心
頭
等
い
づ
れ
も
「
石
・
上
・
西
・

心
」
の
意
。
こ
の
様
な
現
象
は
唐
代
以
降
、
顕
著
と
な
る
口
語
的
な
用
法
。

　
　

夏
日
雜
詠　
　

夏
日
雜
詠

一
身
潦
倒
醉
生
涯　
　

一
身　

潦
倒　

酔
生
涯　

自
笑
腰
間
傲
骨
奇　
　

自
ら
笑
う　

腰
間　

傲
骨
奇
な
り　

烏
几
殘
宵
収
燭
涙　
　

烏
几　

残
宵　

燭
淚
を
収
め　

青
衿
半
世
誤
心
期　
　

青
衿
の
半
世　

心
期
を
誤
ま
る　

拂
窓
新
竹
迎
涼
早　
　

窓
を
払
い
て
新
竹
は
涼
を
迎
え
る
こ
と
早
く　

遮
屋
高
梧
得
月
遲　
　

屋
を
遮
る
高
梧
は
月
を
得
る
こ
と
遅
し　

誰
識
此
中
閑
富
貴　
　

誰
か
識
ら
ん
此
の
中
の
閑
富
貴　

滿
庭
風
露
酒
醒
時　
　

庭
に
満
つ
風
露　

酒
醒
め
る
時

悠
々
世
事
付
天
然　
　

悠
々
た
る
世
事　

天
然
に
付
し　

更
覺
此
身
心
境
全　
　

更
に
覚
ゆ　

此
の
身　

心
境
全
し　

時
有
詩
僧
來
叩
戸　
　

時
に
詩
僧
来
り
て
戸
を
叩
く
あ
り　

何
妨
啄
木
數
驚
眠　
　

何
ぞ
妨
（
さ
ま
た
）
げ
ん
啄
木
数
し
ば
眠
を
驚
ろ
か
す
を

石
榴
花
濕
紅
紅
雨　
　

石
榴
花
濕
り　

紅
紅
の
雨
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爐
火
香
消
細
細
煙　
　

爐
火
の
香
消
え
て　

細
細
の
煙

浴
後
輕
衫
涼
氣
足　
　

浴
後
の
軽
衫　

涼
気
足
り　

緑
陰
移
榻
讀
殘
編　
　

緑
陰
に
榻
を
移
し
て
残
編
を
読
ま
ん

【
詩
題
】
夏
日
の
様
々
な
事
柄
（
其
の
一
）

【
大
意
】
こ
の
身
は
年
を
取
り
一
生
を
酔
っ
て
過
ご
し
て
き
た
。
腰
の
周
り
は

「
傲
骨
」
が
あ
り
、
人
に
屈
し
な
い
の
だ
と
自
ら
笑
っ
て
い
る
。
真
っ
黒
な
机
に

宵
が
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
灯
の
蝋
燭
の
し
た
た
り
が
ま
る
で
涙
の
よ
う

だ
。
青
い
衿
元
（
書
生
）
の
半
生
を
振
り
か
え
り
、
結
局
心
に
期
し
た
望
み
さ
え

も
誤
ら
せ
た
。
窓
を
払
う
か
の
様
に
新
し
い
竹
は
早
く
も
涼
し
げ
に
揺
れ
て
い
る

し
、
家
屋
を
遮
る
高
い
桐
の
木
で
月
を
見
る
こ
と
が
遅
い
。
此
（
こ
こ
）
に
こ
そ

暇
な
中
に
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
こ
と
を
誰
が
知
っ
て
い
よ
う
か
。
庭
一
杯
の
露

や
風
に
酔
い
が
醒
め
る
時
。

【
語
釈
】
〇
潦
倒
―
「
潦
倒
」
と
連
用
し
て
、
そ
の
音
が
「
老
」
を
表
す
所
か
ら

「
老
衰
」
の
義
と
す
る
。
老
人
ら
し
い
様
。
〇
傲
骨
―
自
ら
を
高
く
し
て
人
に
下

ら
ぬ
意
気
を
言
う
。
唐
の
李
白
に
は
「
傲
骨
」
が
あ
る
の
で
腰
を
曲
げ
て
身
を
屈

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
故
事
に
よ
る
。
〇
青
衿
―
青
色
の
着
物
。
古
代
の

学
生
の
服
。
書
生
を
表
す
言
葉
。
〇
此
中
―
「
こ
こ
」
の
意
。「
此
の
中
」
で
は

な
い
。「
此
中
有
真
意
」（
陶
淵
明
詩
）。

【
詩
題
】
夏
日
の
様
々
な
事
柄
（
其
の
二
）

【
大
意
】
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
世
の
中
の
事
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
更
に
こ
の
身

と
心
の
在
り
方
を
全
き
も
の
に
し
よ
う
。
或
る
時
は
詩
僧
が
門
を
叩
く
時
も
あ
れ

ば
、
キ
ツ
ツ
キ
が
度
々
眠
り
を
覚
ま
す
こ
と
も
妨
げ
と
思
わ
な
い
。
ザ
ク
ロ
の
赤

い
花
は
雨
で
湿
り
気
を
お
び
、
囲
炉
裏
の
香
も
消
え
て
細
々
と
煙
が
立
っ
て
い

る
。
風
呂
上
が
り
の
軽
や
か
な
肌
着
は
涼
気
を
さ
ら
に
増
し
、
緑
陰
に
長
椅
子
を

移
し
て
読
み
か
け
の
書
物
で
も
読
も
う
。

【
語
釈
】
〇
軽
衫
―
軽
い
肌
着
。
〇
榻
―
長
椅
子
。

　
　

佐
々
木
梶
原
騎
絶
菟
水
圖　
　

佐
々
木
梶
原
騎
絶
菟
水
図

虬
鬛
霜
蹄
水
拍
鞍　
　

虬
鬛
の
霜
蹄　

水　

鞍
を
拍
ち　
　
　

連
鑣
爭
渉
橘
花
灘　
　

鑣
を
連
ね
て　

争
い
渉
る　

橘
花
の
灘　

長
流
一
躍
波
成
雪　
　

長
流　

一
躍
す
れ
ば　

波　

雪
と
成
り　

先
見
三
軍
膽
氣
寒　
　

先
ず
見
る　

三
軍　

膽
気
寒
き
を

【
詩
題
】「
佐
々
木
梶
原
騎
絶
菟
水
」
図
に
つ
い
て

【
大
意
】
み
ず
ち
の
よ
う
な
鬣
（
た
て
が
み
）
と
駿
馬
の
ひ
ず
め
で
、
水
し
ぶ
き
が

鞍
に
打
ち
付
け
、
轡
を
連
ね
て
先
を
争
う
か
の
よ
う
に
橘
花
灘
を
渡
っ
て
い
く
。

長
流
を
一
跳
び
す
る
と
波
し
ぶ
き
は
雪
の
よ
う
に
散
り
、
そ
の
先
に
見
え
る
全
軍

の
大
胆
不
敵
な
気
力
も
消
え
失
せ
る
か
の
よ
う
だ
。

【
語
釈
】
〇
虬
鬛
―
み
ず
ち
の
様
な
鬣
。
〇
霜
蹄
―
駿
馬
の
ひ
ず
め
。
〇
鑣
―
く

つ
わ
。
〇
橘
花
灘
―
橘
の
小
島
あ
た
り
の
灘
。
梶
原
景
季
と
佐
々
木
高
綱
が
先
陣

を
争
っ
た
場
所
と
し
て
有
名
。
〇
三
軍
―
全
軍
。「
三
軍
可
奪
帥
也
、
匹
夫
不
可

奪
志
也
」（『
論
語
』）。
〇
膽
氣
―
大
胆
不
敵
な
気
力
。

　
　

秋
郊
所
見　
　

秋
郊
所
見

山
村
秋
冷
雨
絲
絲　
　

山
村
の
秋
冷
や
か
に　

雨
絲
絲　

何
處
機
聲
隔
竹
籬　
　

何
れ
の
処
に
か
機
声　

竹
籬
を
隔
つ
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一
路
濕
雲
人
不
見　
　

一
路
の
湿
雲　

人
見
え
ず　

寒
鴉
占
斷
桔
槹
枝　
　

寒
鴉
は
占
断
す　

桔
槹
の
枝

【
詩
題
】
秋
の
郊
外
で
見
た
ま
ま
を

【
大
意
】
山
村
の
秋
は
寒
く
、
糸
の
よ
う
な
雨
が
降
り
続
き
、
ど
こ
か
ら
か
機
織

り
の
音
が
竹
籬
越
え
に
聞
こ
え
て
く
る
。
見
渡
す
限
り
湿
っ
た
雲
に
覆
わ
れ
た
道

に
は
人
影
も
な
く
、
冬
の
鴉
が
は
ね
つ
る
べ
の
竿
を
独
占
し
て
い
る
。

【
語
釈
】
〇
雨
絲
絲
―
雨
が
糸
の
様
。
小
雨
。「
絲
雨
帯
風
斜
」（
周
彦
暉
詩
）。

〇
寒
鴉
―
冬
の
鴉
。
寒
が
ら
す
。
〇
占
斷
―
悉
く
占
有
す
る
こ
と
。
〇
桔
槹
―
は

ね
つ
る
べ
、
水
を
汲
む
仕
掛
け
。
〇
枝
―
文
字
通
り
の
「
枝
」
で
は
な
く
「
枝
」

に
見
立
て
た
は
ね
つ
る
べ
の
竿
。

　
　

題
雪
景　
　

雪
の
景
に
題
す

天
地
開
新
界　
　

天
地
は
新
界
を
開
き

溪
山
夜
雪
時　
　

渓
山　

夜
雪
の
時　

不
勞
剡
曲
棹　
　

労
せ
ず　

剡
曲
の
棹　

十
里
一
筇
枝　
　

十
里　

一
筇
の
枝

【
詩
題
】
雪
の
風
景
に
題
し
て

【
大
意
】
雪
の
大
地
は
新
し
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
は
谷
や
山
が
宵

闇
の
雪
に
包
ま
れ
る
時
だ
。
何
の
苦
労
も
せ
ず
、
剡
渓
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
を

さ
か
の
ぼ
る
の
は
、
十
里
の
遠
さ
も
一
つ
の
杖
で
十
分
だ
。

【
語
釈
】
〇
剡
渓
―
浙
江
省
曹
娥
江
の
上
流
。
一
名
戴
渓
。
王
子
猷
が
雪
の
夜
、

戴
逵
を
尋
ね
た
故
事
に
よ
る
（『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
）。
〇
筇
―
四
川
省
に
産
す

る
竹
。
杖
に
適
す
る
所
か
ら
「
杖
」
の
意
味
に
も
。

　
　

有
馬
山
中
尋
楓　
　

有
馬
山
中
に
楓
を
尋
ぬ

楓
樹
交
枝
夕
日
斜　
　

楓
樹　

枝
を
交
じ
え　

夕
日
斜
な
り　

何
邊
昨
駐
牧
之
車　
　

何
れ
の
邊
に
か　

昨
駐
す　

牧
之
の
車　

秋
風
狼
藉
尋
無
跡　
　

秋
風　

狼
藉
に
し
て　

尋
ぬ
る
も
跡
な
し　

三
尺
墜
紅
埋
屐
牙　
　

三
尺
の
墜
紅　

屐
牙
を
埋
む

【
詩
題
】
有
馬
の
山
中
に
楓
を
尋
ね
て

【
大
意
】
楓
の
樹
は
枝
を
交
え
、
そ
の
先
に
い
ま
夕
陽
が
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
ど
こ
に
昨
日
停
め
た
車
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秋
風
は
無
情
に
も
取
り
散
ら

か
し
て
、
黄
葉
を
尋
ね
る
所
と
て
な
く
、
沢
山
の
落
ち
葉
が
下
駄
を
埋
め
て
し
ま

う
の
だ
。

【
語
釈
】
〇
駐
牧
之
車
―
駐
め
て
い
る
杜
牧
之
の
車
。
〇
狼
藉
―
「
狼
」
は
乱
雑
。

「
藉
」
は
物
事
の
ご
た
つ
く
こ
と
。
物
事
が
取
り
散
ら
か
し
て
あ
る
こ
と
。
〇
三

尺
―
約
一
メ
ー
ト
ル
。
勿
論
、
文
学
的
表
現
で
あ
る
。
〇
墜
紅
―
楓
の
紅
葉
し
た

落
葉
の
こ
と
。
〇
屐
牙
―
下
駄
の
歯
。

　
　

登
摩
耶
山
宿
大
乗
院　
　

摩
耶
山
に
登
り
て
大
乗
院
に
宿
る

晩
宿
摩
耶
第
一
峰　
　

晩
に
宿
る　

摩
耶
第
一
の
峰　

上
方
斜
日
没
殘
紅　
　

上
方
の
斜
日　

残
紅
を
没
す

松
杉
缺
處
天
初
豁　
　

松
杉
の
欠
く
處
に
天
初
め
て
豁
け　

阿
淡
攝
泉
蒼
靄
中　
　

阿
淡　

攝
泉　

蒼
靄
の
中
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【
詩
題
】
摩
耶
山
に
登
り
大
乗
院
に
泊
ま
っ
て

【
大
意
】
夕
暮
れ
時
、
摩
耶
山
の
第
一
峰
に
宿
を
取
っ
た
。
山
の
上
方
は
夕
日
が

赤
々
と
輝
い
て
没
し
は
じ
め
て
い
る
。
松
や
杉
の
樹
が
な
い
所
に
天
空
が
開
け
、

阿
波
や
淡
路
島
・
攝
津
や
泉
州
は
青
い
靄
の
中
に
か
す
ん
で
い
る
。

【
語
釈
】
〇
摩
耶
山
―
六
甲
山
地
の
前
山
を
な
す
孤
峰
。
中
腹
に
佛
母
摩
耶
山
忉

利
天
上
寺
が
あ
る
。
〇
阿
淡
―
「
阿
」
は
阿
波
（
現
在
の
徳
島
県
）、「
淡
」
は
淡

州
（
淡
路
島
）。
〇
攝
泉
―
「
攝
」
は
攝
州
（
大
阪
府
の
西
北
部
と
兵
庫
県
の
南
東

部
）。「
泉
」
は
泉
州
・
和
泉
國
（
泉
北
丘
陵
）
の
こ
と
。

　
　

飲
舞
妓
濱
旗
亭　
　

舞
妓
浜
の
旗
亭
に
飲
む

青
松
白
石
路
横
斜　
　

青
松　

白
石　

路　

横
斜　

舞
妓
灣
頭
賣
酒
家　
　

舞
妓
湾
頭　

酒
を
売
る
家　

況
有
佳
殽
堪
侑
醉　
　

況
や
佳
殽
の
酔
う
を
侑
（
す
す
）
む
る
に
堪
う
る
あ
り　

一
盤
新
味
海
藤
花　
　

一
盤
の
新
味　

海
藤
の
花

（
海
藤
花
鱆
子
鹽
漬
者
、　

相
傳
梁
田
蛻
嵓
翁
所
名　
　

海
藤
の
花
は
鱆
子
の
塩
漬

け
な
る
も
の
な
り
。
梁
田
蛻
嵓
翁
の
名
づ
く
所
と
相
い
伝
う
。）

【
詩
題
】
舞
子
浜
の
料
理
屋
で
飲
む

【
大
意
】
青
々
と
し
た
松
と
白
い
砂
。
道
は
な
な
め
に
走
り
、
舞
妓
浜
の
ほ
と
り

に
酒
を
売
る
店
が
あ
る
。
ま
し
て
良
い
肴
が
あ
れ
ば
酔
う
の
に
十
分
で
あ
る
。
盤

上
の
新
し
い
味
は
タ
コ
の
塩
漬
（「
海
藤
花
」
は
タ
コ
の
塩
漬
け
で
あ
る
。
梁
田

蛻
嵓
翁
が
名
前
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
だ
）。

【
語
釈
】
〇
梁
田
蛻
嵓
―
江
戸
中
期
の
儒
者
。
江
戸
の
人
。
加
納
侯
、
明
石
侯
に

仕
え
た
。
磊
落
で
慷
慨
の
気
象
に
富
ん
だ
た
め
「
覇
儒
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う

（
一
六
七
二
―
一
七
五
七
）。『
先
哲
叢
談
』
巻
之
六
に
五
条
、
蛻
巖
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
。
〇
横
斜
―
な
な
め
。
は
す
か
い
。「
疎
影
横
斜
水
清
淺
」（
林
逋
詩
）。

〇
佳
殽
―
佳
肴
の
こ
と
。
良
い
肴
。「
美
酒
佳
肴
」。
〇
海
藤
花
―
注
に
も
あ
る
よ

う
に
鱆
子
（
タ
コ
）
の
塩
漬
。

　
　
　

附
録

訳
注
『
研
志
堂
詩
鈔
』
選
（
一
）
正
誤
表

　
　

頁
數　
　

上
・
下
段
行
数　
　

誤　

↓　
　

正

八
九
（
1
9
2
）
上
段
三
行　
　

誤
（
上
平
灰
）   

↓
正
（
上
平
）　

八
九
（
1
9
2
）
下
段
十
八
行　

誤　

鱸
背
時　

↓
正　

驢
背
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
き
下
し
文
も
）

九
三
（
1
8
8
）
上
段
表

　

 

誤　
「
古
典
韻
文
」
中
の
誤
字
（「
誌
」）
↓
正　
「
詩
」
字
（
但
し
、
一
段
目

「
曲
」
の
前
の
「
誌
﹈
は
「
詞
」
に
）

九
七
（
1
8
4
）
上
段
八
行　

　

誤　

之
を
承
け
て
↓
正　

承
乏
に　

九
七
（
1
8
4
）
下
段
一
行　

　

誤　

之
を
傾
思
す
る
と
↓
正　

之
に
傾
思
す
る
と

一
〇
四
（
1
7
7
）
六
行　
　

誤　

has

↓　

正　

have
〔
付
記
〕

本
稿
は
、

　

科
研
費　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題/

領
域
番
号19K

00296 

　

 

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置 

│
若
槻
克
堂
と

七
九

訳
注
『
研
志
堂
詩
鈔
』
選
（
二
）（
塩
見
邦
彦
）

－ 106 －



剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究　
（
期
間 

二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度　
　

研
究
代

表
者　

要
木
純
一
）

及
び
、

　

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置 

│
若
槻
克
堂
と

剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
（
課
題
番
号　

一
九
一
三　

期
間　

二
〇
一
九
〜

二
〇
二
一
年
度　
　

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

島
根
大
学
要
木
純
一
教
授
に
は
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Kenshido’s Selected Poems（2）

SHIOMI Kunihiko
（Professor Emeritus, Tottori University, Former Professor, Shimane University）

〔 A b s t r a c t 〕

　Tekisho Shogaki a.k.a Kenshido （1818－1875） was a poet who lived through the last fi fty 
years of Edo era and early Meiji era. He was Tottori han domain clan.His Poems were 
published in Bunkyu 1 year（1861）. Kenshido poems have the characteristics of regional 
poetry and also the characteristics of the late Edo era. 

Keywords: Tekisho Syogaki, latter term of Edo era, poem

八
一

訳
注
『
研
志
堂
詩
鈔
』
選
（
二
）（
塩
見
邦
彦
）

－ 104 －




